
県立新庄病院の全面移転新築、機能強化へ本格始動！

建設予定地が決定しました！ 

　　ごあいさつ
　皆様には日頃よりご指導、ご意見を賜り感謝申し上げます。
　県議会２月定例会において平成２９年度予算が決定し、その
中には県立新庄病院の用地取得費用等が盛り込まれました。
　これまで長年にわたり地域の皆様が要望、活動されてきたこと
がようやく実現に向けて一歩前進いたします。病院建設は予算
規模が大きく、厳しい県財政においては難しい判断を伴う事業
です。吉村知事には私達地域の声を受け止め、判断されたもの
と思います。
　今後は、病院建設、開院に向け病院機能や細かなスケジュー
ル、設計等の具体的な検討が始まります。病院建設を一つの契
機とした街づくりという観点からも県への提案を続けて参ります。
　また、県立農林大学校は林業経営学科開設2年目を迎え、協
和木材㈱の集成材工場もいよいよ本格操業を開始します。全国的

な林業振興の動きの中で、県では「切ったら植える」を合言葉に
再造林１００％をめざしていきます。さらに道路整備においては、
秋田県境の及位〜院内間の事業化も見えてきました。
　しかし、人口減少、超高齢社会を迎え新庄最上地域にとって
の課題は山積しております。基幹産業である農業の振興や市街
地の活性化、子育て環境など地域住民の皆さんにとっては足り
ないことの方がまだまだ多いと思います。
　県議会議員の立場をお預かりして７年目となります。今やるべ
きことに着実に取り組み、地域課題解決を最優先に地域のため
の政治からぶれることなく活動を続けて参ります。引き続き、ご意
見をお寄せ下さいますようお願いいたします。
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山科朝則県政報告 「山形県立新庄病院改築整備基本構想」 ～新しい県立新庄病院のイメージ～

【 目指すべき方向 ( あるべき姿 ) 】
▶最上地域唯一の基幹病院として管内医療機関との連携による地域完結型医療の提供
▶医療機能の重点化と二次医療圏を越えた広域的な診療体制の構築
▶最上地域の公的医療機関を持続的に支える医師の派遣機能や教育研修機能等に係る
　拠点機能の整備
▶医療と介護・福祉の連携拠点

皆様のご意見をお寄せください。
山科とものりホームページ　http://www.yamashina.jp/ facebook公開中
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三次医療機関

介護施設・在宅等 地域医療機関
病院・開業医（かかりつけ医）等

三
次
医
療

二
次
医
療

一
次
医
療
・
介
護
等

介護老人保健施設・老人ホーム・高齢者住宅等

急変時の受入れ
（緊急入院）

急性期医療が必要な
患者の受入れ（紹介）

療養に移行できる患者の
退院調整・在宅療養支援

急性期を脱した患者の
退院調整（逆紹介）

山形大学医学部附属病院
県立中央病院　等

↓最上二次医療圏

↑県内の他医療圏

救急医療
独立した救急体制／ヘリポート整備

がん医療
地域がん診療連携拠点病院

心疾患・脳血管疾患
広域連携／増加する患者への対応

小児・周産期医療
最上地域唯一の分娩取扱医療機関

総合診療
総合診療専門医の育成

災害医療等
災害拠点病院／

新型インフルエンザ等感染症への対応

新・県立新庄病院

病床数： ～ 床程度
診療科：増設検討（総合診療科等）

～重点を置く診療分野、主要な診療機能～　

通院・入院

退院

教育実習機能
医師派遣・教育研修拠点機能

障がい児医療・療育への対応
診断・診療、リハビリ体制の整備

全面移転新築

心疾患等の
高度な救急医療を
要する患者の広域連携

富士通ゼネ
ラル跡地


